
◇ 2010年３月16日 第944回例会(第943号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 速 見 委 員

【３月９日】
在籍会員 44名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 31名（内出席規定適用免除者 5名）

ホームクラブ出席率 77.50％

２月16日のＭＵを含む出席率 97.67％

ロータリーとは、他人に対する思いやりと、他人のためにつくすことである。

本日の例会

今週の歌 「 今日も楽し 」

卓 話 「 私 の 職 業 ⑧ 」

～会員交流のためのスピーチ～

和田、渡邉(眞)、渡辺(忠)、山 、八橋 各会員

次回例会のお知らせ(３月23日)

卓 話 「 正しい歩き方 」

モデル・セミナー講師

山 中 とも恵 様

(新井会員紹介)

前回〔３月９日〕例会記録

■ 来 客 ■
林 白 さん（米山奨学生）

会長の時間 渡 辺 会 長
皆様、こんにちは。
先週は、理事会、例会を欠席し、水谷会長エレク

トにはご迷惑お掛けしました。そして、会員ご家族
の皆様には先月20日の記念式典、23日の吹田南小学
校での出前授業、同日の台北龍門ロータリークラブ
のさよならパーティーと、ご協力いただき行事を終
えることが出来ました。遅くなりましたがお礼申し
上げます。有り難うございました。
また、地区大会にも多数の方に参加いただき有り

難うございました。その地区大会において、大谷ガ
バナーは、地区の現況報告として二つの事を述べら
れました。一つは、大阪東淀ＲＣと大阪ちゃやまち
ＲＣのクラブ統合式が、昨年10月に行われ、クラブ

名は大阪東淀ちゃやまちＲＣとしてＩＭ第６組所属
となり、当地区のクラブ数は86から85クラブになっ
た事。もう一つは、当地区では初めて吹田江坂ＲＣ
の提唱により、歴史ある関西大学に大学ＲＡＣが誕
生したことを報告されました。
提唱クラブとして、その歴史に傷をつける事の無
いように、会員皆様方、心に留めてご協力ご指導を
よろしくお願いいたします。

幹事報告 西 本 幹 事
◎４月７日(水)、移動例会の案内をＢＯＸに配付し
ました。出欠表を回覧します。
◎米山奨学生林白 さんは、本日の例会出席が最
終です。

終了の挨拶

米山奨学生 林 白 さん
皆様、こんにちは。
私は米山奨学生として、吹田江坂ＲＣにお世話に
なってから、あっという間に２年間が過ぎてしまい
ました。本当にありがとうございました。振り返っ
てみると、私にとって一生忘れられない思い出にな
るでき事がいっぱいありました。
先月、クラブの20周年記念式典で、台湾から来ら
れた台北龍門ＲＣの方々と、関西大学のＲＡＣの優
秀な学生たちと交流ができたことも、とても貴重な
経験でした。その時、皆様が今まで努力してきた、
友好クラブとの親交と、次世代を育てる熱意など各



方面から、皆様の人徳と奉仕の精神をしみじみ実感
しました。ロータリアンの精神への敬意がもっと高
まってきました。本当に、この２年間皆様と一緒に
過ごさせていただき、とても光栄に思います。そし
て、とてもいい勉強になりました。
私も、皆様のおかげで、博士の単位を無事に修得

しました。４月から本町にあるナビバードという会
社への就職が決まりました。ナビバードは日本で一
番大きな通販会社ニッセンの子会社で、台湾、中国、
韓国、タイ、欧米諸国へ日本の商品、優れた工芸品
などを販売する業務を行っている貿易会社です。会
社では翻訳、通訳、マーケティングなどの業務がメ
インです。日本と中国、台湾の懸け橋にもなれる仕
事ですので、力を尽くして頑張って行きたいと思い
ます。皆様から学んできた高貴な精神を忘れず、皆
様から頂いた恩恵を社会へと恩返ししていきます。
これからもどうぞよろしくお願いします。
最後に吹田江坂ＲＣの益々のご発展をお祈りし、

皆様のご健勝とご発展をお祈り申し上げます。
長い間本当にありがとうございました。

ニコニコ箱

寺 井 会 員 本日の卓話をヨロシク。
内 田 会 員 前回欠席のお詫びと卓話どうぞよ
ろしく。

３月ご夫人お誕生日

１日 杉 本 静 江 様
２日 渡 辺 桂 子 様 (渡辺(忠)会員)
９日 水 谷 育 子 様
11日 渡 邉 貞 子 様 (渡邉(眞)会員)
13日 北 村 雅 子 様
13日 赤 尾 真 弓 様
14日 八 橋 栄 子 様
16日 内 田 久 子 様
18日 堀 田 全 子 様
21日 田 畑 敬 子 様

３月結婚記念日

２日 芳 賀 洋 会 員
17日 渡 邉 眞 会 員
17日 八 橋 志 夫 会 員
21日 速 見 憲 会 員
26日 栢 本 淑 子 会 員
28日 渡 辺 忠 雄 会 員
28日 北 村 雅 計 会 員
28日 溝 畑 寛 治 会 員

卓 話

「私の職業」 寺 井 正 昭 会 員
当社は昭和52年４月創業で、今年33周年になりま

す。業務の内容は社名（日本住宅管理）が示す通り、
住宅すなわちマンションの管理を主たる業務とする
会社であります。マンションには分譲マンションと
賃貸マンションがあります。当社は分譲マンション
の管理をメーンとしておりますが、賃貸マンション
やビル、ゴルフ場、病院、ホテル等の管理も行って
おります。分譲マンションを総合的に管理するには
『マンション管理適正化法』という法律に基づき国
土交通省に届けをだし登録されなければなりません。
一定の要件を満たしていればマンション管理業者と
して登録されます。この登録なしに分譲マンション
の総合管理を行えば違反となり罰せられます。いま
全国で約2,400社が登録されております。管理会社
の全国的な組織として(社)高層住宅管理業協会とい
うのがあります。現在この協会にその2,400社のう
ち418社が加盟しております。この418社で全国の分
譲マンションのストック約550万戸の90％程を管理
しているのが現状です。当社の管理戸数は分譲マン
ションが42,000戸、賃貸マンションが38,000戸管理
させていただいております。毎年発表される分譲マ
ンションの管理戸数ランキングでは全国で25位に位
置しております。
当社は昨年12月にさらなる成長と企業体質の強化

を図る為、関連グループ会社の体制及び役員人事の
変更を実施いたしました。その内容を申し上げます
と持株会社として㈱エヌ・ジェイ・ケイ・ホールデ
ィングがあり、私はいまその持株会社の代表取締役
会長をいたしております。その持株会社の100％子
会社として、関東圏、関西圏、岡山でマンション管
理を主たる業務としている日本住宅管理㈱、札幌に
おいてマンション管理を主たる業務としている㈱日
本住宅管理札幌、人材派遣を主たる業務とする㈱エ
ヌ・ジェイ・ケイ・スタッフサービス、そして空調
や給排水の管工事を得意とする設備工事会社である



クウケン㈱の4社があります。このグループ会社の
総売上は約120億円、全従業員数は約970名になりま
す。この厳しい業界でいかに生き残ってゆくかがこ
れからの大きな課題であります。ご支援のほどよろ
しくお願い致します。

「私とロータリー」 飛 田 昭 男 会 員
私は吹田江坂ＲＣ設立の年、平成２年５月15日に

入会させて頂きました。推薦人は今村氏と長澤氏で
す。職業分類は不動産業でしたが還暦の年に会社を
引退しまして家業の料亭に変更して頂き、今日に至
っております。料亭（桂山荘）も創業40年にもなり
ましたが、昨今の不景気と飲酒運転の厳しさが重な
り一昨年（平成20年10月）処分し、その年に大阪福
島で（和・ビストロ・桂）をオープンしました。早
いもので今年で３年を迎える事が出来ました。その
間皆さんには友愛を頂き感謝申し上げます。今後共
宜しくお願い致します。

「私の職業」 内 田 正 会 員
私の職業はご存じの方もあると思いますが、この

例会場の東側、大同生命ビルの南隣で事務所ビルを
経営しております。丁度バブルがはじけた頃、平成
元年11月に竣工しました。ファサードというのはフ
ランス語で建築用語の「建物の正面とか顔」という
意味で英語のフェイス、フロントという意味であり
ます。江坂駅の正面にあり、少しおこがましいので
すが江坂の顔になりたいと思い、私がフランス語の
辞書を見ながら命名をいたしました。建築をしまし
たセキスイハウスの担当者らにも賞金を出して公募
しましたが、すべてゴルフに関する名前ばかりで例
えばティーグランドビルとかグリーンビルなどすべ
て没になり、賞金は出さなくてすみました。ファサー
ドという名前は私自身は大変気に入っていますが、
郵便物の中には、点々をつけてファザードというの
が多くありバンカーか池のような感じがします。竣
工してから21年になりますがビル管理会社が６階に
テナントとして入っており日常の管理をしておりま
す。もう少し前に当クラブに入会していれば寺井さ
んや八橋さんにお世話になっていたのにと残念に思
っております。
私のビルに対しては、テナントの皆様が快適に仕

事が出来る場所を提供する事だと考えております。
その意味もあり、設計段階で階高を平均的な事務所
ビルより20㎝程高く、そして出来るだけ共用部を広
く取るように、又偶数階のエレベーターホールの前
のスペースにはリフレッシュスペースを作りました。

９階の吹き抜け部分にはパターとネットを張った打
ちっぱなしを作りましてクラブとシューズなどを置
いてあり、いつでも練習することが出来るようにし
てあります。しかし昨今の景気が低迷する中で空室
が大分増えていますが、これからも頑張っていかな
ければと思っております。

奉仕活動委員会 内 田 副委員長
(職業奉仕担当)

出前授業の報告
当クラブの職業奉仕活動として好評の出前授業を
今年度は２月23日(火)に行いました。３年目となる
今回は場所を吹田市立吹田南小学校に移し、５年生
139人を対象に行いました。
２時限目の９時45分から最初の授業。芳賀会員に
よる「産業ロボットについて」の講義が始まりまし
た。子どもたちは少し緊張気味でしたが、芳賀会員
が持参した小型ロボットをリモコンで動かし始める
と当初の緊張も吹っ飛んで、興味深く見ていました。
パソコンの映像をつかっての説明は、産業用ロボッ
トがどの様に使われているのかをリアルに実感し、
日本の技術の高さを認識してくれたようです。
次の授業は西本幹事の「旅行について」。世界各
国の風習や習慣の違いなどを織り交ぜ、旅の楽しさ、
世界の広さ、人の触れ合いの大切さを説明され、コ
ミュニケーションを取るためには英語を初めとした
語学が必要だが、手振り身振りでもコミュニケーシ
ョンは取れるので相手に伝えようとする熱意が最も
大事だという話をされました。そして、そんな楽し
い旅行も、戦争やテロ、インフルエンザなどの流行
によって出来なくなる時があるということ。世界が
平和でなければいけないと訴えられました。
３時限目は加藤会員も加わり、渡辺会長の取引先
である日進香料の森川さんに香料についての簡単な
説明をしていただき、実際に５種類の香りを順番に
子どもたちに嗅いでもらい、最後に全部合わせた物
の香りを体験してもらいました。その後に設けた質
問コーナーでは、「色の三原色のように香りにも三
原香のようなものがあるのか？」など色々な疑問点
を積極的に質問し、関心の高さに出席した会員一同
安堵いたしました。担当の先生からは、地域社会と
のふれあいでこの様な授業をしてもらった事に対す
る謝辞を頂き、校長先生からは来年も期待していま
すとのことでした。子どもたちの感想文は、昨年同
様、冊子にして記録に残す予定です。



役員・理事・委員会一覧表(2010～2011年度）
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副委員長 今 村 啓 志 渡 辺 忠 雄 西 本 健 二
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④国 際 奉 仕
(米山・ロータリー財団)

長 島 　 寛

広 報 委 員 会 新 井 性 哲 米 谷 正 夫 田口長兵衛 西 村 義 博

①会 員 増 強 副委員長 八 橋 志 夫 小 谷 敬 二

②ロータリー情報 東 　 秀 夫 成松重人(記録広報担当)

③記 録 広 報

友好クラブ委員会

委員長 今 村 啓 志 副委員長 西 本 健 二

委 員 庄 瀬 寛 木 元 良 三 新 井 性 哲 北 村 雅 計 田 中 弘

第2660地区 地区研修委員会 委員 西 上 博 幸

第2660地区 青少年活動委員会 副委員長 金 馬 隆 仁


